
４月８日（火） 鮮やかなツツジが咲きほこる中、本科第 51 回、専攻科第 44

回入学式が行われ、本科１０６名、専攻科２１名の新入生が入学しました。

入学式後、対面式や新入生オリエンテーション等、様々な行事が行われました。

新校長 佐藤 真由美 先生より 「生徒の皆さんへ」（一部抜粋）

朝夕響き渡る感応寺の時鐘、歴史と伝統の重みを感じさせる町のたたずまいに、贅沢な時間を楽しみながら、

野田女子高等学校に赴任して早２か月が過ぎようとしています。

高校の３年間という月日は、時の流れに沿って体が変容していくのと同じように、その心や魂が瑞々しく膨

らんでいく人間開花の道筋にあります。高校時代を含め、その後に続く若者としての生き方は、やがてその長

い生涯の間に幾度となく見え隠れしながら、人生を彩ってくれるものであります。「継続は力なり」「未来か

ら今の自分を俯瞰する」など、誠実に、為すべきことを、為すべきときにきちんと行い、一途に打ち込んで生

きることが大切だと思います。

本校での３年もしくは５年の学びを通して、皆さん一人ひとりが自分に対して「自尊感情」や「自己肯定

感」をもてるよう、また、それぞれの自己実現や進路実現のために、心身の健康やたくましさ、基礎となる確

かな学力がしっかりと身につくように、皆さんと心を合わせて、真摯に努力してまいりたいと思います。

生徒にかかわる私たち大人が、親として教師として、懐の深い励ましや生徒の胸に響く言葉を贈ってあげら

れたらと日々願っております。

野女っ子『野田女子高校だより』

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/noda/top.html
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評価基準 A～ 十分

評価の観点

１
学校は経営方針及び具体的

に準じて適切に運営されてい

２
自己評価・外部アンケート

適切であるか。

３
自己評価・外部アンケート

容は適切であるか。

４
地域に開かれ、地域に信頼

校であったか。

５
生徒一人ひとりが伸び伸

し、活気に満ちた学校であっ

６
職員が使命感と責任感を持

の指導に当たったか。

７
学校は特色ある活動をＰＲ

を行ったか。

８
保護者（ＰＴＡ）の協力は

か。

９
関係機関及び近隣の小・中

連携は図られたか。

学校の現時点での課題

○自宅学習の習慣化と基礎学力

○三者連携の徹底による進路指

○募集定員の確保

○安心・安全な学校づくりの推

○ 野田女子の名前を聞く

○ 特にこの２年間の指導

○ ７年くらい前に比べ、

○ 登下校の様子やメディ

このような後輩の活躍

○ 先生方が礼儀正しく、

○ 今後も地元中学校と本
○ 地区 PTA の出席率が
１６名の新しい職員が転入しました。どうぞよろしくお願いします。
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（事務）
２月に実施された「学校関係者評価委員による評価」

達成 B～ 課題はあるがおおむね良い

評価資料等 評価 所 見

教育目標
るか。

学校案内等委員会資料 A 特になし

の項目は
自己評価・外部アンケート集計表 B

生徒指導について自己理解や自己実
現、進路に向けての適切な指導をお願い
します。

の結果内
自己評価・外部アンケート集計表 B 情報提供にもう少し工夫して欲しい。

される学
学校行事の参加人数等 A

駅での服装、あいさつ指導など、こ
れからも指導を続けて欲しい。

びと活動
たか。

自己評価・外部アンケート集計
表・授業参観

A
資格取得との兼ね合いもあるが、課外

活動を広げて欲しい。予習・復習など、
自宅学習がもっと必要である。

って生徒
自己評価・外部アンケート集計表 A

指導については工夫・研究し、適切な
計画を立てて頑張っていると思います。

する方策 学校だより・ホームページ等委員
会資料

A 特になし

得られた ＰＴＡ活動参加者人数
委員会資料

B
地区 PTA の出席率アップに努力して欲

しい。声かけの努力が必要。

学校との
各種事業等の実施記録等 A

中学校との連携をさらに進めて欲し
い。この２年間で素晴らしく改善され
た。

課題に対する改善策（予定）

の定着

導

進

○毎時間の授業や宿題等に真剣に取り組ませる工夫をし、基礎学力の定着を図る。

○進路に関する指導力を向上させ、教員相互及び保護者との連携を徹底させる。

○広報活動をより充実させ、特色ある授業内容の PR や出前授業等を通して定員確

保に努める。

○職員が常に危機管理を意識し、事故を未然に防ぐ方策を実践する。

外部評価委員会の委員からの助言等

機会が増えてきた。学校の特色が評価されてきていると思う。

が行き届き、引き締まった野田女子高になったと感じている。

徐々に評価が高くなり、最近は好印象である。

ア等に紹介されている本校生の表情が柔らかい中にも芯があって良い。

や様子を誇らしく思う。

しっかりとした対応で、これが生徒たちに良い影響を与えていると感じる。

校が連携し、相互の学校経営の充実を図りたい。卒業式等が素晴らしい。
低い。特に PTA 行事への父親の参加が大変少ない。


